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研究成果の概要（和文）：療育者-子ども間の理想とされる関わりは、子どもが新しい環境で主体的に考え、適
応的に環境や他者と関わる能力を発達させる機能を有している。この関わりを検証するため、本研究では、発達
障害を持つ子どもと作業療法士（セラピスト）のセッションのビデオを分析し、熟達したセラピストの事例で
は、セラピストがどのような言葉がけや物理的サポートをしたときに、子どもの主体的な手順発案が生じたか、
どの点で非熟達者と異なるかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The interaction between a child and a therapist is thought to have a 
function to allow the child to develop the ability to interact adaptively with the environment and 
others. This study investigated the characteristics of effective interaction between a therapist and
 his/her child client with autism spectrum disorder during a session of occupational therapy. We 
discussed a new and useful framework for understanding therapist support and children with 
developmental disabilities.

研究分野： 認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもと養育者の理想とされる関わりは、子どもが新しい環境で主体的に考え、適応的に環境や他者と関わる能
力を発達させる機能を有している。この関わり方は、療育の場に限らず、発達障害を持たない子どもの保育・教
育，家庭での子育てにも有効である。そのため本研究の成果には、教育・保育などの質の向上につながる波及効
果が期待できる。また、本研究における考察は、認知科学や教育・発達心理学に新しい視座を提供している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
発達障害を持つ子ども（以降、「子ども」と記す）の療育の 1 つとして作業療法が行われる

ことが増えてきた。作業療法のセッションにおける関わりの質はセラピストの技量によって異
なり、高い治療効果が認められる事例がある一方で、効果が十分に示されていない事例も存在
する。またセラピストとして適切な支援ができるようになるには、良質な経験を積み重ねるし
かないのが現状である。そのため、セラピストの熟達化に関する科学的検証の成果は、認知科
学における熟達化の理論構築に貢献するばかりでなく、療育者養成や保育・教育の質の向上に
貢献すると考えられる。しかし、このテーマの科学的検証は国内外問わず従来ほとんどなされ
てこなかった（例えば、加藤, 2000）。 

 
２．研究の目的 
療育者-子ども間の理想とされる関わりは、子どもが新しい環境で主体的に考え、適応的に環

境や他者と関わる能力を発達させる機能を有していると考えられる。この関わりの特徴を明ら
かにすることが本研究の目的である。 
そのため、セラピストとしての経験年数による関わり方の相違を明らかにする。特に着目す

るのは、子どもが課題の解決手順を見出すに至るまでに、セラピストによっていかなる言葉が
けがなされたか、及び、いかなる物理的サポートがなされたか／なされなかったかである。こ
れらが、作業療法の熟達者と非熟達者の間で異なるか否か、さらにどのように異なるかである。 
また、この検討結果を踏まえ、セラピストとしての経験年数による、子どもの行為の着目点

の相違を検証する。こうした検討から明らかになる熟達者の関わり方の特徴は、子どもが新し
い環境で主体的に考え、適応的に環境や他者に関わるための基盤となると言える。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、セラピストとしての経験年数による関わり方の変化を調べるために、実際のク
ライエント（子ども）の作業療法のセッションをビデオカメラで撮影し、言語・非言語行動を、
長岡(2013)で開発してきた手法等を用いて分析する。熟達者と非熟達者の事例を分析対象とし
比較する。さらに、セラピストによる関わりの基となる心的過程を調べるため、作業療法士と
しての経験がある者と初心者のそれぞれに、子どもの一人遊びの動画を見せ、見ているときに
子どものどのような点を着目したかを報告させる実験を行う。 
本研究ではセラピストの熟達化や子どもの発達について多角的考察を行なうため、作業療法

学、認知科学のそれぞれの第一線研究者、さらに日本感覚統合学会認定セラピストの認定講習
会の講師ができる者から協力を得て研究遂行する。 
 
４．研究成果 
(1) セラピストによる言葉がけ・子どもによる手順発案 
 セラピストの発話をその機能によって分類した。セラピストではない第三者 5名がビデオを
見ながら機能を推測し KJ法を用いて整理した。機能の一覧を表 1に示す。各機能の発話の生起
率が熟達者事例と非熟達者事例の間で異なるか否かを調べたところ、非熟達者事例に比べて熟
達者事例では「疑問」が少なく、「雰囲気作り」が多いことが示された。 
 次に、子どもまたはセラピストによる手順発案の分析について報告する。子どもまたはセラ
ピストが、目標達成のために、活動の難易度を調整したり新しい手順を提示したりする明確な
言動を、手順発案と定義し記録した。発達障害を持つ子どもは、一般に、環境（人的環境を含
む）と適応的に関わるための手順を考え出すことに難しさがある。そのため、子どもによる手
順発案がセッションにおいていつ生起するか、すなわち、セラピストがどのような言葉がけや
手順発案を行った後に子どもによる手順発案が生起するかを、調べた。非熟達者事例では、セ
ラピストの言葉がけや手順発案に応じて子どもが手順発案するということは相対的に認めにく
かった。一方、熟達者事例では、セラピストの言葉がけや手順発案に応じて、子どもが手順を
発案する様子が認められた。 
 以上の検討により、この他に、熟達者事例では非熟達者事例に比べて、活動の難易度に幅広
く変化がつけられており子どもの再挑戦が観察され、子どもにとっての難易度によってセラピ
ストの言葉がけや手順発案の細やかさが変化することが示された。 
加えて、熟達者事例間でも比較したところ、「環境提案」の生起率や「雰囲気作り」の生起タ

イミングに相違があった。また、熟達者のある事例では、「計画要求」や「誘導」がきっかけと
なり子どもの手順発案が生起するが、別な事例では「環境提案」がきっかけとなることが観察
された。この違いの原因は、子どもが遊びについてどの程度アイディアを持っているかと関係
すると考えられた。 
(2) セラピストが支援しているものとは 
 分析結果を踏まえ、セラピストがセッションに置いて何を支援しているかについて考察する
ため、Norman(1988)の行為の 7段階理論を用いて図示した（図 1）。子どもが環境と適応的に関
われるということは、まず子どもの活動の目的（ゴール）が生み出され、どのような手順でど
のように実行するかを決めるプランニングと詳細化の段階を経て、子どもが実行し、環境の変
化を知覚・解釈し、自分が予想していたことと実際を比較し、再びゴール生成に移るというプ
ロセスを経る。発達障害を持つ子どもは、感覚処理に問題を持つことが多く（感覚刺激に対す 



表 1 セラピストの発話の機能一覧 

長岡・小山内・矢野・松島・加藤・吉川(2018)の表 2より転載。 
 

 
る過敏さ・鈍感さ）、そのた
めに、環境と関わること自体
を避けたり、ゴールを思い浮
かべられてもそのために必
要な行為のプランをうまく
詳細化できなかったりする
など、いずれかの段階でエラ
ーが生じていると推測でき
る。 

そうした中、セラピストが
言葉がけや手順発案により、
行為の段階を円滑に移行し
次の行為につなぐように力
を貸していると考えられる。
そしてこれにより、セラピス
トは、環境とのインタラクシ
ョンの仕方を子どもが身に
つけることを支援している、

より積極的に言えば、新しい環境で主体的に考え適応的に環境に関わる能力を育んでいると言
えるだろう。 
 
(3) 今後の展望 
 上記の見方は、作業療法に限らず、保育や教育にも通底すると考えられる。子どもの支援に
ついて図 1のように捉えることによって、子どもの発達を支える上で大人の関わりが如何なる
役割を担っているかを考察するために有効な枠組みを得ることができたと言える。 
また、これまでの検討から、熟達者は、子どもが遊びについてどの程度アイディアを持って

いるかを適切に推測し、また、非熟達者に比べて子どもの行為をより客観的に読み取っている
と予想された。 
これらの仮説を検証するために、現在検討を進めている。第 1の検討では、子どもの行為を

見る際の着眼点が、作業療法士としての経験年数によって異なるか否かを調べている。経験年
数によって、子どもが遊びについてどのようなイメージを持っているかを推測するか否かが異
なることが示されつつある。第 2 の検討では、子どもの行為の読み取り方がその後の子どもと

 

図 1 セラピストによる支援 中央が子どもと環境のインタ
ラクション。その周りに、セラピストによる言葉がけや手順
発案を図示した。長岡ら(2018)の図 4より転載。 



の関わり方に影響するか否かついて調べている。これらの検討を通して、子どもの適応的行動
の発達を支える関わりについて解明するとともに、養育者の熟達化に関して検証を進める計画
である。 
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